





















































前が列挙されている中にイタドリが登場する。イタドリはタデ科 多年草で、土手などに自生する。特に人目を引くような植物 はな 。それなのに漢字で「虎杖」と表記するから、清少納言は「仰々しい」というのである。柳田國男はこの箇所を引用し 、清少納言の生きていた平安時代にはすでにイタドリ いう植物名が使われてい 証拠であると、植物 方言 ついて考察している。
（９）
このように、柳田國男にしろ折口信夫にしろ、古典文学に造詣が深
く、 それらを民俗資料として活用している。作者の社会的地位や立場、あるいは の時代の歴史性などを考慮 ながら用 ことで、古典文学は民俗学の可能性を大きく広げてくれるであろう。
（




   11）・神尾暢子
（
   12）・原由紀恵
（




『枕草子』には神道を始め、道教や儒教そして陰陽道など、多くの宗教関係の記述が見受けられる。中でも仏教は特に多く、清少納言の関心の強さを示している。 『枕草子』に見える仏教関連記事を考察した民俗学者の松尾恒一は、平安時代の貴族女性たちと仏教との関係を捉える最良 資料のひとつとして同書を位置付けてい 。
（
   14）　
筆者も
この提言に誘われつつ、 『枕草子』を用いて仏教と日本人 の 係を明らかにしてみたい。
（
   15）もちろん園山千里
（
   16）が指摘しているように、
『枕草子』に登場する仏教は、作者清少納言の眼を通して表象された仏教であることを考慮しておかなければならない。
仏教をその目的によって分類すれば、三つの相に分けることができ




   17）　
法華八講というのは、鳩摩羅什が漢訳した「妙
法蓮華経」 （以下、 「法華経」と略す）八巻二八品を四日間朝夕各一座ずつ、合計八座に分けて講義す 法会 とである。ただし、基本は四日間八座であるが、必ずしもこの原則に従うわけではなく、十座や三十座で行われる場合もある
（
   18）
では、法華八講は何を目的とした法会であったのか。このことに関
しては、園山千里の研究によれば、死者の追善供養 加え、長寿を祝う算賀、生前の自己供養としての逆修、現世安穏、同朋同志の結びつきを強めるための同法結縁、さらに十世紀後半にな と仏 の縁 結ぶ結縁八講へと展開したとされている。 『枕草子』に描かれた法華八講のほとんどが、この結縁八講であっ
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と書きてやりつ。まことに、いとたふ くあはれなれば、やがて泊りぬべくおぼゆるに、さうちうが家の人のもどかし も忘れぬべし。 」
三三段「小白河といふ所は」「小白河といふ所は、小一条（の）大将殿の御家ぞかし。そこ て






   20）が招かれている。
どのような話をし、何の経を読んだのであろうか。 「はたいと悲しければ、ことにも ゝ はれ深かるまじき若 人々、みな泣くめり」とあることから推察すれば 人 世のは なさや、死ぬことの意味などを説いたのであろ 。
他の法会は法華八講であるから、もちろん「法華経」の講釈が行わ
れた。注意されるのは、女性の参列者について言及され ことである。三一段に見える「あやしからむ女」とは市井 女性あるいは宮中に務め 身分低い 房 ことであろうか。三三段 は、初日から最終日まで通 続けた女性のいたことが記され いる。そ女性を目撃していた清少納言も当然毎日通い続けていたということになる。
清少納言の熱心さは、あちらこちらに見えている。三二段「いとた




   21）（中略） 」鎌田茂雄はこの一文を、 「そこで舎利弗はその理由を明らかにする。
女というものは、穢れているから仏に成れない者である。インドの昔には、女は男より劣っており、穢れたものとする見方があった 舎利弗はその常識を言っただけである。
（
   22）」 と解説している。 「提婆達多品」
の続きを示せば次の うになっている。「当時の衆会は、皆、竜女の、忽然の間に変じて男子と成り 菩薩の行を具して、すなわち、南方の無垢世界に往き、宝蓮華に坐して、等正覚を成じ、三十二相・八十種女子あり 普く 方の一切衆生ために、妙法を演説するを見たり。そ 時、娑婆世界の菩薩と声聞と天・竜の八部と人と非人と 皆、遥かに彼の竜女の 成仏して普く時の会の人・天のために法を説くを見、心、大い 歓喜して悉く遥かに敬礼せり」
（
   23）
この箇所も鎌田茂雄の解説を示すと、 「大ぜいの人々は竜女の言葉
を聞いて目をこらした。 すべて 人々の目は竜女 すがた 凝集竜女のすがたはたちまち うちに男子に変わった。 が男すがたになった。男 すが なっ 竜女は 菩薩 なって南方の無垢世界に行き、美しい蓮華の上に坐り、仏 同じ悟り 得て 仏 特相をそなえ、一切の人々の めにすぐれた教えを演 した。
（





金剛般若。薬師経。仁王経 下巻。 」とあり 清少納言はかなり仏教経典を読んでいたようである。一〇一段 は「大般若 読経ひとりしてはじめたる」とあり、解脱 ための「空」の教えを説く般若経典を集大成した「大 経」全六百巻についても知っていた。
こうしたことから、清少納言の仏教への関心は非常に高かったこと
が想像される。 び び法華八講に参加して た も、社交の場 して捉えていたからではなく、本気で「法華経」 学びたいとする彼女の意志の表れと見なすことができよう。その証拠に三三段 は、権中納言藤原義懐から言葉を掛けられた時、 は方便品の内容を踏まえた返事を当意即妙に返している。一八三段では、女性 家から帰る男の諳んじた経典を、 「法華 」第六巻と言い当ててい ずれも清少納言が「法華経」に精通していることを示すエピソードであろう。
どうしてそれほどまでに、清少納言は仏教について詳しく知ってい
たのであろうか。もちろん群 抜く記憶力の持ち主であったことが理由のひとつではあろう。これに加えて身近に仏教関係者のいたことが指摘されている。永井義憲によれば、清少納言の親族に戒秀 いう名の僧侶がいて、その者の影響による ではないか いう。
（




   26）のだとしている。
とにかく、清少納言は平安時代に生きたひとりの女性として仏教、








   27）というのは、観音菩薩に帰依して種々の祈願をするこ
とである。 「無量寿経」あるいは「観無量寿経」では極楽往生を援ける観音菩薩の功徳が説かれてい 。
（
   28）　
法華八講で講説される「観世
音菩薩普門品」 （ 観音経」 ）では、現世利益を叶えてくれる仏として描かれている。後に見るように現世肯定派の清少納言は、 おそらく 「観音経」を通じて観音信仰を獲得したのであろう。「観音経」に説かれている観音菩薩は、人々の求めに応じて様々な姿に応現し、救済し くれる。このこと ら六観音・七観音・十五観音・二十五観音・三十三観音などの信仰が生まれている。この中で六観音というのは、六道世界で苦しんでい 衆生を救う六道抜苦の信仰から生まれた観音である。地獄・餓鬼・畜生・修羅・人・天にそれぞれ、台密（天台系）では千手観音・聖観音 馬頭観音・十一面観音・不空羂索観音・如意輪観 を充て、東密（真言系）では不空羂索に代えて准胝観音を加える。七観音というのは、台密と東密の六観音を合わせた観音のことになる。わが国に観音信仰が伝えられるのは飛鳥時代のこととされている。







   29）
Ｂ：
 若し女人ありて、設 男を求めんと欲して、観世音菩薩を礼拝し供養せば、便ち福徳 智慧の男を生まん。設し女 求めんと欲せば、便ち端正有相 女の、宿、徳本を殖えしをもて衆人に愛敬せらるるを生まん。
（
   30）
Ａの部分は、金銀財宝を求めて船に乗り込んだ人々が嵐に遭遇した
時、たとえ一人であっても観音菩薩の名前を呼べば、すべての人々が救われると説いている。世俗の欲である金銀財宝を求める心を、解脱志向の仏教は否定し そのため鎌田茂雄は「 『観音経』は現世利益を説いた通俗的なお経 ると思われるが、実は『浅きは深きなり』であって、これほど宇宙の生命の用きを見事に解き明かしたお経はない」
（
   31）と弁明し、金銀財宝は仏道修行における七聖財
（
   32）のこと
としている。 これに対して鎌田と同じく仏教学者である奈良康 は わたしたちが現世利益を願う心情はあっ 普通な です。
（















前をまず挙げている それか 「すべて六観音」とあり 先のふたつの観音を含めて六観音のすべてが有り難 としている。ただし 不空羂索観音と准胝観音のどちらを含む六観音であ のか分からないので、台密系の六観音を指しているのか、あ いは東密系の六観音を指しているのかは不明。この後にふたつの如来名と四つの菩薩名、そしてひとつの明王名が続いている。
ここに列挙された仏菩薩名と、一九六段に示された寺院で祀られて



















参詣・参籠している。一一三段に「御産たひらかに」とあり、目的のひとつは安産祈願であった。子安信仰 民俗として重要である。 「やんごとなき所の名」とあ から、清少納言自身の安産祈願 はない永井義憲は一条天皇の皇太子であっ 居貞親王（後の三条天皇）の皇子敦明親王（正暦五年五月九日誕生）の安産祈願であったのではと推定している。
（
   34）　
もしかしたら、長徳二年十二月十六日に誕生した中






清少納言は仏教 何に心魅かれていたのであろうか。 清少納言が 「大
般若経」を始めとする多くの仏教経典を読んでいたことは 〇一段
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および一九七段によって明らかである。数ある経典の中から 「法華経」の名を一番に挙げていることや法華八講に足繁く参列していることから、女性と深く関わりのある「法華経」の第十二品「提婆達多品」と第二十五品「観世音菩薩普門品」を取り上げて分析してみた。「提婆達多品」には女人成仏が説かれている。女性も悟りを得て仏の境地に到達するこ ができるとする教えである。この解脱志向こそが仏教の究極的目的だとされてい のだが、 『枕草子』の中に解脱の具体的教えである「空」にまつわる話や悟りを得ようとする話は一切描かれていない。解脱するためには人間の心を束縛している世俗的欲から解放されな
ければならないのだが、清少納言が求めていたも はその逆一八〇段「位こそ、なほめでたきも はあれ」 象徴され ように、清少納言にとって家柄・身分・地位などこそが、人間の良し悪し 計る尺度となっているし、人間 幸福を左右 条件と考えている。二三段「すさまじきもの」の中に「除目に司得ぬ人の家」 、二二 「生ひ先なく」の中に「生ひ先なく、まめやか えせざいはひなど見 ゐたらん人は、いぶせく、あ づらはしく思ひやられて 、二三〇段「身をかへて」の中に「身をかへて天人 どはかうや んと見ゆるものは、 たゞの女房にてさ らふ人の、 御乳母に りたる。 （中略）雑色の、蔵人にな（り）たる、めでたし。去年 霜月の 臨時の祭に御琴持たりしは、人とも見えざりし 」などは、家柄・身分 地位こそすべてであるとする清少納言の価値観を示 ている。こ よう 価値観 解脱志向の仏教は否定している である。清少納言の場合 父清原元輔が学者としての高い才能を有していながら、家柄故に従五位肥後守地位にしかなれなかったから、人一倍家柄など こだわ いたも知れない。
こうした世俗的欲を叶えてくれる仏こそ観音菩薩であった。法華八
講において「観世音菩薩普門品」が講釈され 時 現世利益の有り難
い仏として観音菩薩の信仰が説かれたことであろう。だからこそ清少納言は一九八段「仏は」において観音菩薩の名を第一に挙げたのであり、観音菩薩を祀る初瀬寺や清水寺へ参詣・参籠を繰り返したのである。『枕草子』に見える仏教の相は現世利益であり、解脱志向の相については一切語られていない。もうひとつの相である往生志向についてはどうであろうか。永井義憲が『枕草子』 は往生志向の核となる阿弥陀仏の名前が登場しな こ 指摘している。
（
   35）　
確かに、一三段
「峰は」の中に「阿弥陀の峰」とはあるけれども、極楽浄土の教主としての阿弥陀如来は一切語られて ない。そればかりか、葬送儀礼（
   36）や墓参りそしてあの世（来世）などについても、一二七段「故殿
の御ために」を除き、ほとんど登場しないのであ 。同時代を描 た『栄花物語』
（
   37）には、村上天皇妃安子から始まり、村上天皇・定子の
父藤原道隆・定子 叔父道兼・定子の母高階貴子・定子本人・一条院と、その臨終・葬送・法要の場面が詳しく記さ るのとは対照的である。
清少納言が阿弥陀如来について触れていない理由を、永井は彼女が
時代的に浄土思想に十分接していなかったからであると見 る。はたしてどう ろうか。七六段「御仏名のまたの日」では、地獄変相図を無理強いさせられ うになっ り、九五段「御かた〴〵」では、極楽浄土の九品について定子 即答したり、一六一段「遠くて近きもの」では、 第一番目 極楽を挙げている。さらに 三 草 」では、「蓮は、よろづの草よりもすぐれてめでたし、妙法蓮花のたとひにも、花は仏にたてまつり、実は数珠につらぬき、念仏 往生極楽 縁とすればよ」とある。これらのことからして、清少納言もかなり浄土思想については学んでい ようである。それにも関わらず、 『枕草子』に阿弥陀如来の名前が登場しないの 、清少納言が極楽往生に関心有してはいたものの、本気 信じていたわけではないからであろう。
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九五段で「九品蓮台の間には、下品といふとも」 （極楽往生できるのであれば、下品でも構わない）と言って るのは、あくまでも喩えである。 「観無量寿経」によると下品下生に往生するのは「生ける者どもの中 、不善な行為である五逆罪と十種の悪行を犯し、 （その他）さまざまな不善を行ない、このよう 悪しき行為の結果、悪しき道に堕ち、 長い間くり返しくり返し苦悩を受けて止むこ のない愚かな者」（
   38）とあるのだから、プライドの高い清少納言がそれを信じるはずも
ない。
清少納言が仏教に求めたのは現世利益であり、現代日本人と変わら












































































10）本文中には取り上げることができなかったが、国文学者たちによるすぐれた 「枕草子の民俗学的研究」 を見ることができる。 いずれも我々民俗学徒に って有意義である。
　































































































































































26） 後藤祥子 「 『枕草子』 」 『国文学解釈と鑑賞』 五六―五
　
一九九一年
　
五八ペー
ジ
（
27）鎌田茂雄『観音経講話』講談社
　
一九九一年
　
鎌田茂雄『観音のきた道』講談社
　
一九九七年
　
瀬戸内寂聴 寂聴
　
観音経』中央公論社
　
一九九〇年
　
奈良康明『観音経講義』東京書籍
　
一九九七年
　
速水侑『観音信仰』塙書房
　
一九七〇年
（
28）中村元他訳註『浄土三部経』上・下
　
岩波文庫
　
一九六三年・一九六四年
（
29）坂本幸男 注 法華経
　
下』岩波書店
　
一九六七年
　
二四四ページ
（
30）同右
　
二四八ページ
（
31）鎌田茂雄
　
前掲『法華経を読む』
　
三七四ページ
（
32）鎌田茂雄
　
前掲『観音経講話』
　
六二ページ
（
33）同右
　
六四ページ
（
34）永井義憲「枕冊子と長谷寺」 『日本仏教文学研究』第一集
　
豊島書房
　
一九六六年
　
三二三ページ
（
35）永井義憲
　
前掲「清少納言の信仰」
　
二四九ページ
（
36）小森潔によれば、 『枕草子』は人生儀礼を拒否しているという。
　
小森潔
　
前掲「 『枕草子』の人生儀礼と通過儀礼」
　
一五九ページ
（
37）山中裕他校注・訳『栄花物語
　
新編日本古典文学全集』
　
小学館
　
一九九五年
（
38）中村元他訳註『浄土三部経』下
　
岩波文庫
　
一九六四年
　
三九ページ
